
私たちは皆様と共に

成長していけることを

願っています。

学校の象徴に欠かせない 学校旗

消防団の士気に欠かせない 消防団旗

勝利の証に欠かせない 優勝旗

効果のある PR グッズの定番は オリジナル のぼり旗

イメージ UP 戦略グッズの定番は オリジナル ピンバッジ
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地域のお祭りに大活躍する 祭袢天
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＊配信停止をご希望の方はお手数ですが、弊社まで「配信停止」とご記入いただきご返信ください。

京style
もっと京都が
面白くなります！

「京ことば」　　　　　　　　　　　　　　     　　

10月になって気候も良くなってくるといよいよ京都は観光シーズン入ります。今回は少し趣を変えて

「京ことば」をご紹介しましょう。皆さんも、京都を訪れたら耳にするこの言葉は、もともと宮中で使わ

れていた「御所言葉」と商家などで使われていた「町言葉」から成り立っています。その独特な柔ら

かな発音と物事を遠まわしに表現する傾向があるのが京言葉の特徴といわれています。

「おいでやす・おこしやす」　　京都で一番よく聞く言葉ですね。お客様をお迎えする時に使います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　「おいでやす」は初めての場合に、「おこしやすは」常連さんに使うこと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　が多く、「おこしやす」の方が丁寧な言い方です。

「おおきに」　　　これも良く聞く言葉ですが「大きに（大変・大いに）有難し」が語源です。

「かんにんえ」　　耐え忍ぶ「堪忍」から「ごめんなさい、許してください」の意味です。

「ほっこり」　　　何か事を終えてほっとすること、気分的に疲れた時に使います。

「おきばりやす」　花街で芸妓、舞妓を送り出す時に置屋の女将が言う言葉です。一般には「はよお

　　　　　　　　　　帰りやす」と送り出しますが、お座敷から早く帰ってきては商売に差し障るので「お

　　　　　　　　　　きばりやす（精出して頑張って）」や「いっといなはい（いってらっしゃい）」と言います。

良くＴＶなどで使われている「～どす」は花街の言葉で今は花街以外では年配の方しか使いません。

是非、京都ことばを体験しにおこしやす。


